
 

 

 

 

 

 

１ エリア・ファミリー事業所長会議 

   今年度も、エリア・ファミリーとなる各事業所長による対面での会議を実施した。各事業所にお

ける、活動状況やエリアとしての課題について交流をした。特に、メディアと子どもの関わりにつ

いての課題について話が活発に行われた。その後、今年度の事業について話し合いを行った。課題

の中から、今年度もメディアと子どもの関わり方についての事業を中心に進めていくこととなっ

た。 

２ エリアとして取り組むメディアと子どもの関わり方に関する取組 

（１）「ノーメディアデー」…第一中学校の定期テストに合わせ   

てエリアで取り組む「ノーメディアデー」を今年度も実施し 

た。１回目は１１月６日～１２日、２回目は２月５日～１１日  

の期間で実施。参加した子どもたちや保護者の方々からは、テ 

レビなどのメディアのない中で家族団欒の時間となった等の声  

が寄せられた。 

（２）「SNS教育講演会」…（株）北海道パートナーズとかち代 

 表取締役 川合 佑介 氏を招き、スマホや SNSに依存する 

子ども達が増えている状況を踏まえ、エリアの保護者・教職員  

向けに、SNSトラブルの実例からトラブル防止法等を学べる 

講演を企画・実施した。 

３ 小中連携について 

 

 

 

 

 

 

 

４ 中学校教員による小学校での授業 

 

帯広第一中学校エリア・ファミリー 実践事例 

○ 帯広第一中学校     ○ 啓北小学校   ○ 栄小学校    ○ 北栄小学校  

○ 帯広市立ひばり保育所   ○ 藤花保育園   ○ 栄保育園                       

○ こでまり保育園      〇地域事業所内保育施設 ひなたぼっこ保育園    

○ 児童保育センター（北栄・栄・啓親・北栄分室・栄分室・啓親分室）   

 

小中一貫教育やエリア内交流を目的に、様々な小中の連携

行事を行った。今年度は北栄小・啓北小の児童が一中を訪問

し中学校での授業を受け、栄小では一中教員による出前授業

を実施した。中学校の授業の様子を体感し、また、中学校の

学校行事や部活動など今後の中学校生活の話を聞くこともで

き、中学校進学への不安を軽くすることができた。 

 

 

中学校の体育教諭が小学校に出向き、小学校５年生を対象

とした新体力テストのアドバイスや指導をおこなった。体育

教諭の専門的なアドバイスを聞き、小学生のモチベーション

も数値も上げることができた。また、小学校教諭と中学校教

諭の交流も図ることができた。 


